공부방 고양이
최휘

서당 개 삼 년이면 풍월을 읊는다는데
공부방 고양이는 십 년이면 무엇을 할까요?

언니들 가방끈에 턱 대고 잠들기
오빠들 의자 밑으로 꼬리 스윽 훑으며 지나가기
토론 시간에 사료 오작오작 씹어 먹기
글쓰기 시간에 원고지 칸칸마다 야옹 니야옹 고양이
생각 써넣기
프린트 돌아가면 달려가 그 앞에 앉아 있기
앞발 모으고 턱 들고 꼬리 말고
동그란 눈알로 바라보며 야옹야옹
놀아 줘 놀아 줘

공부방 고양이 십 년이면
다 지 친구들인 줄 알아요


출처: 동시집 ‘여름아이’















勉強部屋の猫
チェ・フィ

「門前の小僧習わぬ経を読む」と言いますが、
勉強部屋の猫10年となれば何ができるんでしょうか？

お姉ちゃんのカバンのひもに頬杖をついて寝ること。
お兄ちゃんの椅子の下に尻尾を掃くように振って通ること。
ディベートするときに、ばりばり餌をむさぼること。
作文の時間に、原稿用紙のマス目に「にゃんにゃん」と猫の思いを書くこと。
プリントが回り出したら、走ってその前に座ること。
前足をそろえて顎を上げ、尻尾を巻き、
丸い目で見つめながらにゃんにゃん。
遊ぼうよ。遊んでよ。

勉強部屋の猫10年ともなると、
全員自分の友だちだと思ってしまうんだね。


(出処)童詩集、「夏の子」

